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（
質
問
の 

一
一
） 

答

弁

第

一

一

号 

   

衆
議
院
議
員
有
島
重
武
君
提
出
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
二
第
一
一
号 

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
五
日 

衆

議

院

議

長 
保 

利 
 

茂 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

福 

田 

赳 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
有
島
重
武
君
提
出
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
の
主
要
な
発
電
技
術
と
し
て
は
、
太
陽
熱
発
電
技
術
、
太
陽
光
発
電
技
術
、
地
熱
熱
水 

利
用
発
電
技
術
、
火
山
高
温
岩
体
発
電
技
術
、
石
炭
低
カ
ロ
リ
ー
ガ
ス
化
発
電
技
術
等
が
あ
り
、
西
暦
二
千
年
を

目
途
に
相
当
量
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
確
保
す
る
た
め
、
鋭
意
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

我
が
国
に
お
け
る
波
浪
の
潜
在
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
量
に
つ
い
て
は
、
波
の
高
さ
等
自
然
条
件
が
多
様
な
た
め 

そ
の
試
算
を
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
が
、
一
例
と
し
て
昭
和
四
十
六
年
に
学
識
経
験
者
等
か
ら
成
る 

研
究
会
で
あ
る
新
発
電
方
式
総
合
委
員
会
が
試
算
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
年
平
均
で
約
十
四
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト 

と
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
沿
岸
の
特
定
数
地
点
に
お
け
る
波
高
値
を
基
に
し
て
、
単
純
化
し
た
モ
デ
ル
に
よ 



三
に
つ
い
て 

り
、
我
が
国
の
外
洋
に
面
し
た
沿
岸
距
離
約
一
万
三
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
岸
に
打
ち
寄
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量 

を
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。 

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
で
は
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
石
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
水
素
エ
ネ
ル 

ギ
ー
を
主
要
対
象
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、
例
え
ば 

海
洋
温
度
差
、
風
力
、
波
力
、
タ
ー
ル
サ
ン
ド
、
オ
イ
ル
シ
ェ
ー
ル
等
に
つ
い
て
も
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ 

デ
ィ
等
の
検
討
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




